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ょかわら ③ 、 
男 25, 143人

女 26,901人 

市 の 人 口 

52,044人 

世 帯数 	13,888 

（昭和51年9月I日現在）住民基本台張から 

12個のメダル 県身障者スポーツ大会がこのほど県総合連動場で行なわれ、市から参加した選手があわせて12個の
金、銀、銅メダルを獲得。 （結果は 4頁に） 
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机l
牛
そ
邑
 

十
月
六
日
 

（
水
）
晴
。
 

八
時
三
十
分
、
 

町
内
の
民
生
委
 

、l
一
 
一
 
員
川
村
篤
代
氏
 

ー
 
フ
 
「
 
ご
令
室
み
え
様
 

ー
「
h
L

一
 
柳
町
、
元
山
羊
 

組
合
組
合
長
小
 

笠
原
明
様
、
藻

川
、
行
政
連
絡
員
乗
田
兼
五
郎

氏
ご
母
堂
は
る
様
、
羽
野
木
沢

阿
部
七
和
支
所
長
ご
尊
父
金
太

郎
様
方
に
、
そ
れ
ぞ
れ
お
く
や

み
を
申
し
上
げ
て
か
ら
、
市
役

所
玄
関
で
待
機
し
て
い
た
八
木

橋
建
設
課
長
、
平
山
係
長
等
と

と
も
に
上
半
期
の
事
業
実
績

の

報
告
と
今
後
の
対
策
を
指
示
す

る
た
め
現
場
に
急
行
。
田
川
ー
 

種
井
線
の
田
川
小
学
校
前
か
ら

の
延
長
二
二
九

m
の
舗
装
を
は

じ
め
と
し
て
、
高
瀬
二
号
線
、
 

桜
田

一
号
線
、
中
崎
線
舗
装
予

定
箇
所
毘
沙
門
小
学
校
前
通
り

線
、
中
野
新
田
線
、
山
長
通
り

線
の
視
察
を
し
て
い
た
ら
、
稲

刈
り
か
ら
帰
っ
た
中
元
武
三
郎

氏
と
ば
っ
た
り
会
う
。
 

午
後
、
市
民
総
合
体
育
館
の

現
場
で
は
、
地
下
三

m
の
地
点

か
ら
直
経
六
〇

m
、
長
さ
五

m
 

位
の
流
木
と
見
ら
れ
る
埋
も
れ

木
が
発
見
さ
れ
た
の
で
教
育
委

員
会
に
調
査
願
う
よ
う
指
示
。
 

つ
づ
い
て
、
平
和
町
東
側
通

り
線
、
栄
町
裏
通
り
線
、
高
源

小
路
、
蒔
田
小
路
、
弥
生
町
通

り
、
唐
笠
柳
線
、
未
広
線
、
漆

川
一
号
線
、
飯
詰
中
学
校
通
り

線
、
同
曙
町
線
、
中
村
ー
前
や
 
 

ち
線
舗
装
予
定
箇
所
、
広
田
四

号
線
、
広
田
一
号
線
舗
装
予
定

箇
所
、
七
ッ
館
五
号
線
（
同
）
、
 

杉
派
立
線
、
原
子
二
号
線
舗
装

予
定
箇
所
、
持
子
沢
六
号
線
（
 

同
）
高
野
三
号
線
（
同
）
中
泉

三
号
線
（
同
）
梅
泉
小
学
校
通

り
線
（
同
）
湊

一
号
線
等
の
視

察
を
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
舗
装

を
終
る
と
本
年
度
の
舗
装
総
延

長
は
約
十
三
加
に
お
よ
び
、
市

道
舗
装
率
も
二
七
・
四
％
と
な

る
が
こ
れ
は
四
九
年
度
舗
装
延

長
三

・
五
細
、
五
十
年
度
の
七

肋
に
比
べ
る
と
大
巾
な
進
捗
状

況
を
示
す
こ
と
に
な
り
、
人
家

連
坦
地
域
の
市
道
は
数
力
所
を

残
し
て
ほ
と
ん
ど
舗
装
を
終
る

こ
と
に
な
る
。
 

な
お
、
国
道
一
三
二
九号
線
、
 

新
田
町
地
域
内
の
歩
道
工
事
は

本
年

一
、
七
四
〇
万
円
の
交
通

安
全
対
策
工
事
費
と
一
八
三
万

円
の
県
単
独
事
業
費

（
一
部
市

負
担
）
計

一
、
九
二
三
万
円
で

全
長
九
二
二

m
の
う
ち
、
本
年

度
分
五
〇
九

m
の
工
事
が
施
工

中
で
あ
っ
て
、
特
に
グ
レ
ー
チ

エ
ン
グ
工
法
で
も
っ
て
排
水
に

工
夫
を
こ
ら
し
て
い
る
の
に
は

十
数
年
来
の
常
習
滞
水
解
消
の

懸
案
事
業
だ
っ
た
だ
け
に
胸
の

つ
か
え
が
お
り
た
よ
う
な
感
じ

で
あ
る
。
 

四
時
三
十
分
、
あ
す
な
ろ
の

家
で
の
記
者
と
の
懇
談
会
に
お

く
れ
ば
せ
な
が
ら
出
席
。
 

留
守
家
庭
 
案
山
子
 

ま
ば
ら
に
 
青
田
刈
 

記 lI 六 



「あ
す
な
ろ
国
体
」
柔
道

競
技
の
リ

ハ
ー
サ
ル
大
会
「
 

第
二
六
回
東
北
高
等
学
校
柔

道
大
会
」
 
は
、さ
る
九
月
一
一

十
五
、
二
十
六
の
両
日
五

一

中
体
育
館
に
東
北
六
県
か
ら

団
体
十
八
チ
ー

ム
、
個
人
三

十
六
人
の
選
手
が
参
加
し
て

行
な
わ
れ
，
地
元
五
所
川
原

農
林
高
校
が
団
体
、
個
人
重
 

量
級
を
制
覇
、
期
待
に
応
え

ま
し
た
。
 

個
人
戦
重
量
級
で
は
、
角

田
幸
選
手
が
百
二
十
三
キ
ロ
の

巨
体
を
利
し
て
勝
ち
進
み
、
 

決
勝
で
難
波
選
手
（
宮
城
）
 

を
横
四
方
固
め
で
押
え
て
優

勝
、
団
体
戦
で
は

一
次
、
一
一

次
の
予
選
リ
ー
グ
を
勝
ち
抜

い
た
地
元
五
農
と
龍
沢
高
（
 

岩
手
）
と
の
討
戦
と
な
り
、
 

実
力
伯
仲
で
両
チ
ー
ム
引
き

分
け
、
代
表
決
定
戦
六
回
目

で
五
農
の
佐
藤
順
一
選
手
が

龍
沢
高

e
井
上
選
手
を
優
勢

勝
ち
で
下
し
、
十
四
年
ぶ
り

二
度
目
の
優
勝
を
果
た
し
た

も
の
で
す
。
 

 

生
活
環
境
 

パ
ト
ロ
ー
ル
本
部
 

住
み
よ

い
 

環
境
づ
く
り
に
 

 

   

でんわ ,)I J 

五
農
高
川
浪
選
手
の
力
強
い
選
手
宣
誓
 

スムーズに行なわれた大会運営 

J 
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あすなろ国体のリハーサル警灘驚麟 
五農、団体、重量級 MA を制覇ミ 

第26回一東北高校柔道大会覇 

個人戦、重量級決勝、角田選手（五農）難波選手（宮城）を横四方固めで破る 
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プ

ラ
カ
ー
ド

係
、

五
商
女
生
徒
の
リ
ハ
ー
サ
ル
 

茅

詣
束

比
馬
等

学

校
甘r
道
人
 

団体戦決勝、最終代表戦、佐藤選手（五農右） 

が井上選手（龍沢高）に優勢勝ち 

ズ
 
ム
I

」
【‘
・
 

謡
《
 
《
月
，
叫
d
 

大
会
前
日
、

選
手
役
員
団
が
次

々
到
着
 

出
番
を

待
 
つ
 
選
手

席
 

r 団
体

優
勝
で
賞
状

を
受

け
る
 

市政ダイ 

市政につい 

行事や 

雷⑤ 
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水
道
料
金
は
、
使
用
水
量

で
算
定
さ
れ
る
の
で
、
元
来

そ
の
月
に
よ
り
差
が
生
じ
て

い
ま
す
が
、
相
談
も
多
い
の

で
本
回
は
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
述
べ
ま
す
。
 

料
金
は
、
毎
月
定
例
日
の

メ
ー
タ
ー
点
検
に
よ
る
 

算
出
が
た
て
ま
え
で
す
。
 

し
か
し
冬
期
間
は
積
雪
 

の
た
め
点
検
が
で
き
ず
 

ま
た
、
事
業
経
費
の
節
 

減
上
か
ら
隔
月
点
検
地
 

反
一も
設
定
し
て
い
ま
す
。
 

該
当
の
地
区
は
、
メ
ー
 

タ
ー
点
検
の
際
、
各
使
 

用
者
に
配
付
し
て
い
る
 

「水
道
使
用
量
の
お
知
 

ら
せ
』
 
の
裏面
に
記
載
 

し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
お
知
ら
せ
票
で
 

料
金
算
定
は
誰
で
も
計
 

算
で
き
ま
す
。
メ
ー
タ
ー
に

お
い
て
、
前
月
か
ら
今
月
ま

で
進
ん
だ
分
、
い
わ
ゆ
る
差

引
使
用
水
量
を
基
本
水
量
と

超
過
水
量
に
わ
け
て
算
出
し

こ
の
計
に
メ
ー
タ

ー
使
用
料

を
加
え
た
も
の
が
、
そ
の
月

の
料
金
で
す
。
 
（
基本
水
量

を
こ
え
な
い
と
き
は
、
基
本

料
金
の
み
）
 

ま
た
、
メ
ー
タ
ー
点
検
の

な
い
月
は
、
前
三
カ
月
間
の
 

平
均
使
用
量
を
算
出
し
、

こ

れ
を
使
用
量
と
認
定
し
て
料

金
を
算
出
し
曇
す
。

そ
し
て

メ
ー
タ
ー
点
検
の
あ
っ
た
月

に
過
不
足
を
精
算
す
る
方
法

を
と
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
 

合
、
結
果
と
し
て
認
定
量
が
 

ほ
ぽ
的
を
得
る
も
の
で

あ
っ
た
か
、
否
か
に
よ

っ
て
精
算
月
の
料
金
に

著
し
い
バ
ラ
つ
き
が
出
 

る
こ
と
に
ご
留
意
く
だ

さ
い
。
 

な
お
、
料
金
が
と
く

に
異
常
と
な
っ
た
と
き

は
、
見
え
な
い
場
所
の

水
も
れ
に
よ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
 

水
も
れ
が
あ
る
と
き

は
、
職
員
が
メ
ー
タ

ー
 

点
検
の
際
お
知
ら
せ
し

ま
す
が
、
使
用
者
が
直
 

接
、
栓
を
完
全
に
閉
じ
て
、
 

メ
ー
タ
ー
が
動
く
か
否
か
を

み
る
ご
と
に
よ
っ
て
把
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ど

う
か
早
期
発
見
を
ば
か
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

（水
 
道
 
課
）
 

覧
嵐
 

の 3 そ
 

変動する水道料 

異
状
低
温
に
よ
る
農
作
物
の

被
害
に
対
処
す
る
「
市
冷
害
対

策
本
部
（
佐
々
木
市
長
本
部
長
 

）
」
 
の
設置
会
議
は
、
さ
る
九

月
二
十
二
日
午
前
、
産
経
会
館

に
関
係
者
二
十
人
が
出
席
し
て

開
か
わ
発
ロt
し
ま
し
た
。
 

冷
害
に
よ
る
市
内
の
稲
の
生

育
状
況
は
、
九
月
十
七
日
現
在

山
間
地
の
前
田
野
目
、
福
岡
、
 

五
所
川
原
消
防
署
（
長
内
勝

雄
署
長
）
に
こ
の
ほ
ど
県
内
で

も
初
め
て
、
東
北
で
も
二
台
し

か
な
い
と
い
う
地
上
四
十
肩
級

の
六
段
バ
シ
ゴ
の
最
新
鋭
消
防

ポ
ン
プ
車
が
配
置
さ
れ
ま
し
た
。
 
 

長
富
で
と
く
に
劣
っ
て
い
る
と

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

対
策
本
部
の
設
置
会
議
に
は

飯
塚
助
役
を
は
じ
め
北
地
方
農

林
事
務
所
、
五
所
川
原
地
区
農

業
改
良
普
及
所
、
市
農
業
共
済

組
合
、
市
内
各
農
業
協
同
組
合

な
ど
関
係
機
関
が
出
席
し
ま
し

た
。
 

対
策
本
部
は
、

こ
れ
ら
関
係
 

新
鋭
ポ
ン
プ
車
は
、
大
阪
の

専
門
メ
ー
カ
ー
か
ら
六
千
二
百

四
十
万
円
で
贈
入
し
た
も
の
で

最
長
に
し
た
場
合
地
上
四
十

・

九
冒
（
十
三
階
ま
で
）
伸
び
ま

す
。
 
 

機
関
が
本
部
委
員
と
な
り
、
事

務
局
を
市
農
林
課
内
に
設
け
、
 

今
後
は
被
害
の
実
態
の
は
握
、
 

自
作
農
維
持
資
金
の
ワ
ク
の
増

大
要
請
、
地
力
増
進
の
た
め
、
 

稲
わ
ら
利
用
の
堆
肥
作
り
の
推

進
、
優
良
種
モ
ミ
の
更
新
、
な

ど
の
活
動
方
針
を
決
ま
し
た
。
 

総
重
量
二
十
ト
ン
、
救
助
専
用

の
リ
フ
タ
ー
設
備
（
緩
降
機
）
 

も
あ
り
、
ハ
シ
ゴ
起
立
の
所
要

時
間
は
三
十
秒
。
市
内
に
は
、
 

十
五
屑
以
上
の
建
物
が
十
八
棟

あ
り
、
高
層
化
す
る
ビ
ル
火
災

に
備
え
た
も
の
で
す
。
 

四
十
冒
級
の
ハ
シ
ゴ
車
は
、
 

東
北
で
は
い

わ
き
市
、
郡

山
市
に
次
い

で
三
台
目
で

す
。
 

コ
唇

沢
水
害
で
観

ー
 

r
音
像
を
建
立
 

昨
年
八
月
六
日
未
明
、
集
中

豪
雨
に
よ
り
一
瞬
に
し
て
住
宅

十
七
棟
を
流
失
、
二
十
二
人
の

犠
牲
者
を
出
し
た
中
郡
岩
木
町

で
は
、
明
五
十
二
年
の
三
回
忌

を
期
し
犠
牲
者
の
追
喜
供
養
の

た
め
の
観
音
像
を
建
立
す
る
こ

と
に
な
り

一
般
に
協
力
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。
 

観
音
像
建
立
協
賛
会
（
会
長

鳴
海
弥

一
郎
岩
木
町
長
）
が
音

頭
を
と
り
、
仏
像
、
台
座
な
ど

含
め
て
総
額
三
千
万
円
の
募
集

を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
 

市
で
は
、
さ
る
十
月
一
日
か

ら

ー
カ
月
間
の
予
定
で
、
本
庁

正
面
玄
関
、
教
育
文
化
セ
ン
タ
 

ー
ロ
ビ
ー
、
市
中
央
公
民
館

の

三
カ
所
に
募
金
箱
を
備
え

て
お

り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

「市
冷
害
対
策
本
部
」
を
設
置
 

一
 
一
 

 

三
優
良

種

モ
ミ
の

更
新

な
ど

三三
一
 

高
層
ビ
ル
火
災
に
対
処
 

四
十

H
ハ
シ
ゴ
車
を
配

置
 

'
J
'，‘
】
一
 

一
 
、
一
‘

J
"
'
？

一

j
i

Iー

‘J
'
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J‘
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J
‘
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'
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五
所
川
原
の
秋
は
十
種
類

ば
か
り
の
タ
デ
科
植
物
で
飾

ら
れ
ま
す
。
イ
ヌ
タ
デ
、
オ

オ
イ
ヌ
タ
デ
、
シ
ロ
バ
ナ
サ

ク
ラ
タ
デ
と
、
ど
れ
も
野
趣

あ
ふ
れ
る
も
の
で
す
が
、
こ
 

野
草
葦
野
鳥
の
散
策
 

ミ
ゾ

ソ
バ
（
タ
デ
科
）
 

こ
で
は
 
rミ
ゾ
ソ
バ
」
 
を取

り
あ
げ
ま
す
。
 

和
名
「
溝
蕎
麦
」
の
通
り

水
辺
に
群
生
し
、
う
す
紅
色

の
花
一
面
の
様
は
、
ま
さ
に

圧
巻
で
す
。
野
草
の
隠
れ
た

美
し
さ
が
強
烈
に
印
象
づ
け
 

ら
れ
る
場
面
で
も
あ
り
ま
す
。
 

津
軽
で
は
、

こ
の
草
の
こ

と
を
 
「ベ
ゴ
の
ツ
ラ
コ
」
 
と

呼
ん
で
い
ま
す
が
、
 一
枚
の

葉
を
じ
つ
く
り
見
て
い
ま
す

と
、
牛
の
額
が
思
い
浮
ん
で

き
て
、
う
ま
く
名
付
け
た
も

の
だ
な
あ
と
、
感
心
さ
せ
ら

れ
ま
す
。
 

豚
‘
山
羊
等
が
好
ん
で
食

べ
る
草
で
も
あ
り
ま
す
。
 

村の花壇に（中泉） 
ゴミ捨場が 

「
 
主
体
の
活
動
を

ー
 

《
 

市
社
会
福
祉
大
会
で
 
ノ
 

来
年
の
 
「あ
す
な
ろ
国
体
」
 

を
前
に
、
市
民
の
間
に
も
街
や

村
を
き
れ
い
に
す
る
運
動
が
盛

ん
に
な
う
て
き
ま
し
た
が
、
中

泉
部
落
で
は
村
の
入
口
を
国
体

の
花
で
飾
り
、
村
へ
出
入
り
す

る
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
 

ま
す
。
 

こ
の
場
所

は
、
部
落
民

や
行
商
な
ど

が
ゴ
ミ
捨
場

と
し
て
利
用

し
て
い
た
と

こ
ろ
で
、
ハ

エ
や
ネ
ズ
ミ

の
発
生
場
所

と
も
な
り
不

衛
生
を
き
わ

め
て
い
ま
し

た
。
 

と
こ
ろ
が

先
き
に
行
な

わ
れ
た
環
境

整
備
運
動
で
 
 

部
落
民
の
環
境
美
化
機

運
が
盛
り
あ
が
り
、
覆

土
後
の
ゴ
ミ
捨
て
跡
地

に
地
元
婦
人
会
が
中
心

と
な
っ
て
色
と
り
ど
り

の
国
体
の
花
約
四
百
株

を
植
え
た
も
の
で
す
。
 

秋
の
日
差
し
を
浴
び

て
、
サ
ル
ビ
ア
、
マ
リ
 

ー
ゴ
ー
ル
ド
、
葉
鶏
頭

な
ど
が
い
っ
せ
い
に
咲

き
競
う
さ
ま
は
、
か
つ

て
の
ゴ
ミ
捨
場
と
は
と

う
て
い
思
わ
れ
な
い
ほ

ど
で
、
ち
よ
っ
と
し
た
 

心
づ
か
い
か
ら
、
現
在
で
は
ゴ

ミ
の
不
法
投
棄
も
あ
と
を
断
ち
、
 

部
落
民
や
関
係
者
か
ら
喜
こ
ば

れ
て
い
ま
す
。
 

大
会
で
は
、
物
故
者
に
対
し

黙
と
う
し
た
あ
と
、
佐
々
木
市

長
か
ら
社
会
福
祉
で
活
躍
し
て

い
る
二
十
四
人
に
表
彰
状
が
、
 

市
で
は
、
婦
人
病
検
診
を
十

一
月
二
十
五
日
か
ら
三
日
間
次

の
日
程
で
行
な
い
ま
す
の
で
、
 

多
数
の
受
診
者
を
望
ん
で
い
ま

す
。
 

受
診
希
望
者
は
、
次
の
事
項

に
留
意
し
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
 

▽
受
付
期
間
は
 
十
月
二
十
五

日
か
ら
十

一
月
五
日
ま
で
。
 

旧
市
内
の
方
は
、
本
庁
健
康

年
金
課
へ
、
新
市
内
の
方
は
、
 

各
支
所

へ
そ
れ
ぞ
れ
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
世
帯
主
名
を
書

い
 

ま
た
、
坂
本
市
社
会
福
祉
協
議

会
長
か
ら
七
人
に
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
．笠
井
儀
作
さ
ん
が
、
「
 

私
の
歩
み
」
と
題
し

て
、
横
山

友
昭
さ
ん
が
 
「私
の
体
験
」
、
 

坂
本
栄
三
さ
ん
が
 
「老
人
福
祉

活
動
の
強
化
」
と
題
し

て
そ
れ

ぞ
れ
体
験
発
表
し
出
席
者
に
感

銘
を
与
え
ま
し
た
。
 

表
彰
さ
れ
た
人
た
ち
 

外
崎
源
次
郎
、
工
藤
金
造
、
 

斎
藤
長
三
郎
、
藤
田
留
作
、
斎

藤
き
よ
、
鶴
谷
や
な
、
石
井
柾

次
郎
、
坂
本
栄
三
、
高
橋
亀
太

郎
、
菊
地
良
市
、
片
岡
勝
雄
、
 

小
田
桐
銀
次
郎
、
長
尾
善
五
郎
、
 

野
呂
金
八
郎
、
 一
戸
万
助
、
伊

藤
嘉
司
雄
、
佐
藤
敏
雄
、
楠
美

チ
ョ
、
葛
西
恒
悦
、
大
久
保
キ

セ
、
沢
田
た
け
、
平
山
善
教
、
 

一
戸
ク
ニ
、林
き
わ
（
敬
称
略
）
 
 

二
十
六
日
（
受
付
は
正
後
か
ら

午
後
一
時
、
検
診
午
後
一
時
か

ら
三
時
ま
で
）
 

十
一
月
二
十
七
日

（受
付
午

前
八
時
か
ら
九
時
ま
で
、
検
診

午
前
九
時
か
ら
十

一
時
ま
で
）
 

場
所
は
、
い
ず
れ
も
市
中
央

公
民
館
。
 

▽
対
象
者
は
 
三
十
五
歳
以
上

で
、
市
内
に
住
ん
で

い
る
方
。
 

▽
料
金
は
 
ひ
と
り
千
五
百
円

の
う
ち
自
己
負
担
九
百
円
で
す
。
 

感
謝
状
を
受
け
た
人
た
ち

松
江
香
山
、
中
村
千
恵
、
木

村
考
次
郎
、
原
幸
三
郎
、
高
満

タ
カ
、
藤
田
千
代
、
浜
館
友
市
 

（敬
称
略
）
 

コ
針
退

職
金
共
J
 

r
斉

副
在
又
説
男
＆
に

ー
 

県
、
中
小
企
業
退
職
金
共
済

事
業
団
主
催
の
、
五
十

一
年
度
 

「中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

加
入
促
進
説
明
会
」
 
は
、十
月

二
十
八
日

（
木
）
午
後
一
時
か

ら
市
民
文
化
会
館
で
開
か
れ
ま

す
。
 

従
業
員
の
福
祉
の
増
進
と
雇

用
の
安
定
を
図
る
た
め
、
中
小

企
業
事
業
者
の
出
席
を
望
ん
で

い
ま
す
。
 

第
十
九
回
、
市
社
会
福
祉
大

会
は
、
九
月
二
十
二
日
、
市
民

文
化
会
館
に
お
よ
そ
二
百
人
の

関
係
者
が
出
席
し
て
開
か
れ
、
 

住
民
主
体
の
社
会
福
祉
活
動
を

高
め
よ
う
な
ど

の
大
会
決
議
を

し
ま
し
た
。
 

婦
人
病
の
検
診
を
実
施
 

ー

3
5歳
以
上
の
方
ー
 

て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
 

▽
検
診
時
間
と
場
所

十

一
月
二
十
五
日
、
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お 

し 

ら 

せ 

n
Iー
 
民
サ

イ
ク

ー

ー
 

／
 

リ
ン
グ
ラ
 
／
 

市
サ
イ
ク
リ
ン
グ
協
会
（
吉

岡
良
二
（
会
長
）
主
催
の
「
市

民
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ラ
リ
ー
」
 
は
、
 

十
月
二
十
四
日
（
日
）
市
庁
舎
 

ー
飯
詰
不
動
の
滝
間
で
行
な
い

ま
す
。
 

▽
集
合
は
 
午
前
九
時
ま
で

市
庁
舎
前
お
ま

つ
り
広
場
へ
。
 

▽
参
加
資
格
 
原
則
と
し

て

小
学
四
年
生
以
上
の
健
康
な
男

女
で
す
。
 

当
日
は
、
現
地
で
ぶ
た
汁
会

を
行
な
い
ま
す
の
で
、
お
に
ぎ

り
を
持
参
し
て
下
さ
い
。
お
は

よ
う
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
表
彰

（
 
 

メ
タ
ル
贈
呈
）
も
行
な
い
ま
す
。
 

無
料
「
調
停
相
談
」
 

を
行
な
い
ま
す
 

財
団
法
人
、
日
本
調
停
協
会

連
合
会
主
催
の
無
料
「
調
停
相

談
」
は
、
十
一
月
六
日
午
前
十

時
か
ら
市
内
柏
原
町
丸
キ
デ
パ
 

ー
ト
で
行
な
わ
れ
ま
す
。
 

調
停
委
員
、
弁
護
士
が
相
談

に
応
じ
ま
す
の
で
、
交
通
事
故
、
 

公
害
、
土
地
建
物
、
金
銭
、
家

庭
問
題
で
お
困
り
の
方
は
お
気

軽
に
お
い
で
下
さ
い
。
 開

拓
団

の

一
員
と

し
て
渡
満
 

し
、
終
戦
後
の
混
乱
に
よ
り

一
家
が
離
散
、
中
国
の
吉
林

省
で
小
学
校
の
教
師
を
し
て

い
る
飯
詰
出
身
の
木
村
和
子

さ
ん

（三
五
）
が
さ
る
九
月

二
＋
九
日
、
三
十
年
ぶ
り
に

一
時
帰
国
し
長
兄
と
涙
の
対

面
を
し
ま
し
た
。
 

木
村
さ
ん

一
家
は
、
昭
和

十
五
年
四
月
、
旧
飯
詰
村
で

編
成
し
た
開
拓
団
の
一
員
と

し
て
旧
満
州
国
に
渡
り
間
島

省
理
春
県

で
開
拓
に
従
事
、
 

和
子
さ
ん
は
翌
年
四
月
八
人

兄
妹
の
四
女
に
生
ま
れ
た
o
 

1

メ
ダ
ル
十
二
個

J
 

F
ー
隻

日
守
 
一
 

第
十
五
回
全
国
身
障
者
ス
ボ
 

ー
ッ
大
会
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
 

「県
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ッ
大

会
」
 
は
、さ
る
九
月
二
十
六
日

県
総
合
運
動
場
陸
上
競
技
場
で

行
な
わ
れ
、
市
か
ら
参
加
し
た

次
の
選
手
が
あ
わ
せ
て
金
、
銀
、
 

銅
メ
タ
ル
十
二
個
を
獲
得
し
ま

し
た
。
▽
平
山
新
三
郎
（
砲
丸

投
、
百
H
）
金
二
個
▽
鶴
谷
芳

雄
（
卓
球
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
 

）
金
、
銀
各
一
個
▽
宮
崎
浩
（
 

（三
段
跳
、
砲
石
投
）
銀
、
銅

各
一
個
▽
新
谷
金
蔵
（
四
百
H
 

）
銀
一
個
▽
川
村
節
美
（
百
U

、
 

砲
丸
投
）
銅
二
個
▽
葛
西
義
美
 

（
百H

、
槍
投
）
金
、
銀
各
一

個
▽
村
田
正
光

（砲
丸
投
、
百

屑
）
金

一
個
。
 

祖
母
と
母
は
満
州
で
死
亡
し
、
 

そ
の
後
一
家
は
終
戦
後
の
混
乱

で
散
り
ぢ
り
に
な
り
父
豊
一
さ

ん
ら
三
人
が
引
き
揚
げ
て
き
た

が
豊
一
さ
ん
は
ま
も
な
く
病
気

で
亡
く
な
っ
た
。
 

留
守
宅
の
興
隆
部
落
に
は
、
 

長
兄
孝
さ
ん
（
四
四
）
が
住
ん

で
お
り
、
兄
妹
捜
し
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
昨
年
四
月
、
岐
阜

県
郡
上
郡
高
鷲
村
に

一
時
帰
国

し
た
女
性
か
ら
和
子
さ
ん
が
吉

林
省
和
竜
県
頭
道
公
社
の
竜
坪

小
学
校
で
教
師
を
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
り
、
今
回
の

一
時
帰

国
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
和
子

さ
ん
は
、
来
年

一
月
ま
で
滞
在

す
る
と
い
う
。
 

コ
交
通
安
全
の
教
ー
 

F

材
を
備
え
る
 

交
通
安
全
教
育
は
、
幼
児
期

か
ら
、
と
県
で
は
こ
の
ほ
ど
、
 

交
通
安
全
教
育
の
機
材
二
組
み
 

ー
写
真
ー
を
市
に
贈
り
ま
し
た
。
 

こ
の
機
材
は
、
交
通
安
全
の

紙
芝
居
（
舞
台
付
き
）
と
エ
ル

モ
ス
ラ
ー
ド

（W
s
s
I
）
の

各
一
式
で
『
、幼
児
や
学
童
向
け

に
製
作
さ
れ
た
も
の
で
す
。
 

市
で
は
、
常
時
市
交
通
防
災
 

＠
郵
便
貯
金
は
こ
ん
な
に
 

役
立
っ
て
い
ま
す
＠

み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
き

た
郵
便
貯
金
は
明
治
八
年
創
業

以
来
、
こ
と
し
で
百

一
年
目
を

迎
え
ま
す
が
、

つ
ね
に
み
な
さ

ま
の
生
活
と
結
び
つ
い
て
広
く

ご
利
用
い
た
だ
き
そ
の
貯
金
、
 

高
は
全
国
で
二
十
七
兆
円
に
も

達
し
て
お
り
、
東
北
六
県
で
も

一
兆
六
千
六
百
億
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
 

こ
の
巨
額
の
郵
便
貯
金
は
国
 
 

対
策
室
に
備
え
、
保
育
所
や
幼

稚
園
で

の
交
通
安
全
教
育
に
貸
 

の
財
政
投

融
資
資
金
と
し

て
、
 

私
た
ち
の
豊
か
な
く
ら
し
と
住

み
よ
い
社
会
、
町
づ
く
り
の
た

め
、
身
近
か
な
と
こ
ろ
で
大
き

な
役
割
を
果
し
て
い
ま
す
。
 

わ
た
し
た
ち
の
五
所
川
原
市

で
も
本
年
三
月
末
現
在
で
十
三

億
七
千
万
円
の
融
資
を
受
け
明

る
い
住
み
よ

い
町
づ
く
り
に
役

立
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
郵
便
貯
金
の
果

た
す
役
割
り
は
今
後
も
い
っ
そ

う
強
ま
っ
て
く
る
も
の
と
考
え
 
 

し
出
し
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。
 

ら
れ
ま
す
。
 

郵
政
省
で
は
大
蔵
省
、
文
部

省
、
自
治
省
等
関
係
の
協
力
を

得
て
十
月
を
「
豊
か
な
く
ら
し

と
住
み
よ
い
社
会
を

つ
く
る
郵

便
貯
金
月
間
」
 
と
して
全
国
的

に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
 

こ
れ
を
機
会
に
あ
な
た
の
生

活
プ
ラ
ン
に
、
ぜ
ひ
、
安
全
、
 

有
利
な
郵
便
貯
金
を
ご
利
用
い

た
だ
き
、
わ
た
し
た
ち
の
住
み

よ
い
町
づ
く
り
に
役
立
て
る
よ

う
、
な
お
い
っ
そ
う
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
 

（
五
所
川
原
郵
便
局
）
 

3
0年
ぶ
り
兄
と
対
面
 

施
雑
芦
中

国
か
ら
一
時帰
国
 

郵

便
貯
金
で

住
み
よ

い
社
会
を
 

統
計
思
想
普
及
の

一
環
と
し
 
る

と
思
い
ま
す
。
 

て
発
行
タ
続
け

て
参
り
ま
し
た
 
な
お
、

追
加
申
し
込
み
も
受

県
民
手
帳
を
今
年
も
十
一
月
上
 
付
け

て
お
り
ま
す
。
 

旬
ご
ろ
領
布
す
る
こ
と
に
な
り
 
▽
申

込
み
先
 
市
商
工
観
光

ま
し
た
。
 

県

民
手
帳

の
予
約
募

集
 
課

（
内線
一
一

青
森
国
体
に
関
す
る
こ
と
も
 
一

一
九番
）
 

詳
し
く
記
載
さ
れ

て
お
り
ま
す
 
▽
価
格
 
二
百

二
十
円
装
帖

の
で
、
中
学
校
、
高
校
、
学
生
 
極
上
ビ

ニ
ー
ル
、
ク
ロ
ス
表
紙

用
と
し
て
も
ご
使
用
い
た
だ
け
 
貼

布
式
（
別
冊
お
ぼ
え
帳
付
）
 

廿

訂
正
と
お
わ
び

り
 

十
月
一
日
付
け
市
広
報
「
国
民
健
康
保
険
特
集
」
記
事

訂
正
に

つ
い
て
 

四
頁
、
私
た
ち
の
国
保
の
給
付
中
、
そ
の
条
件
で
病
院

診
療
所
へ
被
保
険
者
を
提
出
と
あ
る
の
は
「
被
保
険
者
証

を
」
に
、
そ
の
給
付
欄
中
、
残
り
七
割
を
国
体
が
負
担
と

あ
る
の
を
「
国
保
が
負
担
」
 
に
、子
供
が
生
ま
れ
た
と
き
、
 

葬
祭
費
一
〇
、
〇
〇
〇
円
と
あ
る
の
を
「
助
産
費
四
〇
、
 

〇
〇
〇
円
」
 
に
、加
入
者
が
死
ん
だ
と
き
、
助
産
費
四
〇
、
 

〇
〇
〇
円
と
あ
る
の
を
「
葬
祭
費

一
〇
、
〇
〇
〇
円
」
 
に

そ
れ
ぞ
れ
訂
正
、
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。
 

広
報
紙
の
早
期
配

布
に
ご
協
力
願
い
ま
す
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